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平成 26 年 11 月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 26 年１月 15 日に公表いたしました平成 26 年 11 月期第２四半期連結累計期間（平成 25 年 12

月１日～平成 26 年５月 31 日）の連結業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知ら

せいたします。 

 

記 

 

１． 平成 26 年 11 月期第２四半期連結累計期間（平成 25 年 12 月１日～平成 26 年５月 31 日）の業績予想と

実績値との差異 

(単位：百万円/未満切捨) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想  （ Ａ ） 2,925 58 51 42 15 円 47 銭 

実  績  値   （ Ｂ ） 3,237 122 118 99 36 円 75 銭 

増 減 額  （ Ｂ － Ａ ） 312 64 66 57 － 

増  減  率   （ ％ ） 10.7 110.0 129.6 137.6 － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 25 年 11 月期第２四半期） 

2,600 59 52 44 17 円 08 銭 

（注）当第２四半期連結累計期間における新株予約権行使によって、発行済株式数が増加しております。上表の前回発表

予想の１株当たり四半期純利益につきましては、この発行済株式数の増加を反映した期中平均株式数にて算定したも

のを記載しております。 

 

２． 差異の理由 

売上高につきましては、人材ソリューション事業において、グループ型派遣の推進によって、主力のコール

センター業務と携帯電話販売業務がともに好調に推移しました。また、ビジネスソリューション事業においては、

スマートメーター関連の業務が予想を上回って拡大したため、前回予想を上回る結果となりました。 

一方、損益面につきましては、前述の売上高の増加による増益効果に加え、ビジネスソリューション事業の

障がい者雇用支援サービスへの企業の参画が想定以上に進んだため、営業利益、経常利益並びに四半期

純利益が、前回予想を大幅に上回る結果となりました。 

 

３． 通期の業績予想について 

通期の利益予想につきましては、第３四半期以降、事業のさらなる拡大に向けた投資を計画しており、人材

ソリューション事業において新拠点を開設するほか、障がい者雇用支援サービスにつきましても、新農園や就

労移行支援施設の整備を計画前倒しで進め、また、人員増強も積極的に行う予定です。以上の理由により、

現時点では前回発表の業績予想を据え置くことといたしますが、今後の業績推移に応じて修正の必要が生じ

た場合は、速やかに公表いたします。  

 

 

Ｎｅｗｓ Ｒｅｌｅａｓｅ 



【ご参考】平成 26 年 11 月期の連結業績予想（平成 25 年 12 月１日～平成 26 年 11 月 30 日） 

 

(単位：百万円/未満切捨) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

通 期 連 結 業 績 予 想  （ Ａ ） 6,000 150 137 117 42 円 77 銭 

前 年 度 実 績  （ Ｂ ） 5,365 66 49 44 17 円 35 銭 

増 減 額  （ Ａ － Ｂ ） 634 84 88 72 － 

増 減 率  （ ％ ） 11.8 127.6 180.3 161.7 － 

（注）当第２四半期連結累計期間における新株予約権行使によって、発行済株式数が増加しております。上表の通期連結

業績予想の１株当たり当期純利益につきましては、この発行済株式数の増加を反映した期中平均株式数にて算定した

ものを記載しております。 

 

 

以 上 

 

 

 

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要

因により大きく異なる可能性があることにご留意ください。 

 


